


問
1

語
句

良

賤

士

庶

士
大
夫

奴
婢

設
問

問
題
用
紙
（
全
2
枚
中
の
1
枚
目）

兵

入
学
試
験
問
題
（
第
二
期
募
集）

受
験
番
号

帝
制
中
国
の
支
配
階
級
の
特
質
を
論
じ
た
何
姻
様
の
次
の
文
章
を
読
ん
で、

設
問
に
答
え
な
さ
い。

階
層
制
社
会
を
合
理
的
に
説
明
す
る
（

中

略
）
長
い
目
で
見
れ
ば
よ
り
効
果
的
な
方
法
は、
孔
子
が

提
唱
し
た
よ
う
に、

個
人
の
優
秀
さ
を
基
礎
と
し
て
支
配
階
級
の
成
員
を
選
抜
す
る
こ
と
で
あ
っ
た。
と
い

う
の
は、
孔
子
は、
政
治
的・
社
会
的
無
秩
序
な
い
し
退
廃
が、
大
抵
は
国
家
ま
た
は
社
会
の
最
上
層
か
ら
始

ま
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る。
支
配
者
と
そ
の
官
吏
は
風
に、
平
民
は
葦
に
喩
え
る
こ
と
が
で
き
る。
風

が
吹
け
ば
葦
が
曲
が
る。
君
子、
す
な
わ
ち
孔
子
の
定
義
に
よ
れ
ば、
道
徳
的
に
優
れ
た
人
々
が
役
人
と
し
て

勤
め
れ
ば、
平
和
と
秩
序
と
正
義
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う。
君
子
と
い
う
語
に
何
度
も
言
及
し
て、
こ
れ
を
身
分

の
高
い
人
と
い
う
伝
統
的
な
意
味
で
も、
知
識
と
道
徳
的
資
質
に
優
れ
た
人
々
と
い
う
新
し
い
意
味
で
も
使

っ
て
い
る
が、
彼
が
後
者
に
傾
い
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
疑
い
な
い。
事
実、
そ
の
思
想
体
系
全
体
を
分
析

し
て
み
る
と、
孔
子
が、
賢
明
で
有
徳
の
人
に
よ
る
支
配
を、
良
い
政
治
の
ま
さ
に
基
礎
と
見
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る。

そ
れ
ゆ
え
に
問
題
は、
知
的・
道
徳
的
に
優
れ
た
者
を、
凡
庸
で
下
劣
な
者
か
ら
ど
の
よ
う
に
区
別
し
て
選

抜
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る。
人
が
知
力
と
力
量
に
お
い
て
平
等
に
生
ま
れ
つ
い
て
い
な
い
こ
と
は、

孔

子
に
と
っ
て
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た。
し
か
し、
封
建
制
度
下
で
は、
生
ま
れ
つ
き
優
れ
た
才
能
の

あ
る
多
く
の
者
を
含
め
て、
大
半
の
人
は
教
育
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た。
だ
か
ら、
身
分
の
高
い

者
に
も
低
い
者
に
も、

教
育
の
平
等
な
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
の
が
孔
子
の
提
案
で
あ
る。
こ
の
よ
う

に
し
て
初
め
て、
優
秀
な
人
材
が
他
の
者
か
ら
区
別
さ
れ
て
選
別
さ
れ
得
る
か
ら
で
あ
る。
よ
っ
て、
孔
子
の

不
朽
の
言
に
「
教
え
有
リ
て
類
無
し」
と
あ
る。
孔
子
の
随一
の
擁
護
者
で
あ
る
孟
子
（
前
三
七一
ー
前
二
八

九）
は、
伝
説
的
で
立
証
不
能
な
古
代
の
慣
習
を
引
用
し
て、
人
民
の
教
育
の
た
め
に、
さ
ま
ざ
ま
な
水
準
の

学
校
を
設
立
す
る
の
が
国
家
の
本
分
で
あ
る
と
論
じ
た。
孔
子
の
生
前、
教
育
が
事
実
上、
世
襲
の
封
建
貴
族

に
独
占
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
起
こ
せ
ば、
実
に
社
会
的・
知
的
解
放
へ
の
第一
歩
は、
社
会
的
出
自
に
関

係
な
く、

門
人
全
員
に
等
し
く
学
問
と
道
徳
を
教
授
す
る
こ
と
で、

自
説
を
実
行
し
よ
う
と
努
め
た
孔
子
に

帰
せ
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る。
こ
う
し
て、
封
建
制
度
を
永
続
さ
せ
よ
う
と
企
て
る
こ
と
に
よ
っ
て、
孔
子

と
そ
の
弟
子
た
ち
は
実
際
に、

世
襲
の
地
位
で
は
な
く、

個
人
の
優
秀
さ
に
基
づ
く
新
し
い
社
会
秩
序
の
到

来
の
先
駆
け
と
な
っ
た。
階
層
制
社
会
を
是
認
す
る一
方
で、
彼
ら
は
そ
れ
に
固
有
の
不
公
平
と
取
り
組
み、

主
に
教
育
を
通
じ
て
社
会
的
公
正
を
生
じ
さ
せ
る
手
段
に
関
心
を
払
っ
た。

儒
教
的
社
会
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が

周
代
封
建
制
の
境
界
を
越
え
て、
封
建
制
度
の
崩
壊
後
も
久
し
く
有
効
で
あ
り
続
け
た
理
由
が
こ
こ
に
あ
る。

（
何
姻
棟
著
[
寺
田
隆
信．
千
種
真

二訳]
『
科
挙
と
近
世
中
国
社
会
ー
立
身
出
世
の
階
梯
_』
よ
リ
o

原
文

を
改
め
た
箇
所
が
あ
る。）

何
柄
棟
の
主
張
を
ふ
ま
え
た
う
え
で、
次
の
語
句
を
必
ず
使
用
し
て
中
国
宋
代・
明
代
の
身
分
制
の
あ

リ
方
を一
0
0
0
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い。

専
門
科
目

博
士
前
期
課
程
外
国
人
留
学
生
入
試

令
和
八
年
度

熊
本
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
教
育
部



問
題
用
紙
（
全
2
枚
中
の
2
枚
目）

①

張鉗踏
為
信
州
永
豊
令
嘗
治
夏
税
籍
命
主
吏
拘
郷
晋
二
十
輩
子
県
舎
整
対
文
書
吏
察
ぃ
過
厳
自
暁／ー
暮
不

少
息一
晋
夜
走
厠
小
史
籠
燈
随
之
晋
使
先
遺
曰
我
即
返
那
用
爾
候
既
而
久
弗
至
吏
以
為
逃
去
追
旦
白
張
張
適

聴
訟
望
見
白
衣
婦
人

素
系
沸
泣
立
衆
前
呼
問
之
曰
夫
為
郷
晋
累
日
不
還
家
今
早
開
門
有
人
報
云
浮
橋
柱
上

桂
衣
巾
履
機
及
繋
書一
糸
云
為
押
録
苦
督
不
容
展
転
生
不
如
死
已
投
江
中
急
往
験
皆
夫
物
也
張
詰
主
吏
吏
出

袖
中
糾
牒
呈

巫
集
津
丁
里
保、
搭
戸
弗
得、
念
其
事
可
疑、
緩
不
即
治。
晋
妻
訴
子
台、
台
符
移
甚
峻。
歴
三

月
久、
客
従
長
沙
来、
見
此
晋
在
彼、
為
攪
納
人
書
抄。
主
吏
捐
家
貨、
雇
健
歩
持
檄
往
捕
之、
遂
檎
以
帰。
晋

坐
逍
逃
受
杖。
張
後
復
宰
官
邑、
一
郷
脊
亦
為
拘
係、
越
謄
桂
衣
於
河
梁
而
赴
水。
妻
来
訟、
張
怒
責
之
曰、
猾

晋
玩
侮
人、
所
在
如
此。
吾
固
知
之
芙。
立
撻
其
妻。
明
日、
三
十
里
外
里
正
言、
灘
辺
有
死
戸、
張
器
然
遣
視

之、
則
晋
果
死。
張
自
興
軍
従
武
陵
守
不
赴、
寓
居
吉
州、
毎
為
賓
客
話
此
事、
②
以
為
断
獄
聴
訟、
不
可
執一

端
云゚設

問
1

右
史
料
の
傍
線
部
①
の
白
文
に
句
読
点
を
付
し
な
さ
い。

設
問
2

右
史
料
の
傍
線
部
②
に
つ
い
て、
張
允
踏
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
の
か、
史
料
の
内
容
を
踏

ま
え
て
説
明
し
な
さ
い。

問
2

次
の
漠
文
史
料
を
読
ん
で
設
問
に
答
え
な
さ
い。

専
門
科
目

博
士
前
期
課
程
外
国
人
留
学
生
入
試

令
和
八
年
度

熊
本
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
教
育
部

（『
夷
堅
志
補』
巻
五「
張
允
踏
二
獄」）

受
験
番
号

入
学
試
験
問
題
（
第
二
期
募
集）




















